Modified anterior maxillary osteotomy における離断骨片の術後経過に関する実験的研究 by 神田 典生





























 A航erior max鐵ary osteoto狙y は, 前歯部に前後的・垂直的な骨格の不正を有する上顎前突
 症あるいは開咬症な どの矯正治療を行う場合に, 骨格型の改善を目的と して適用 される外科手術
 法である。 本法には種々の術式があるが, いずれの術式においても, 骨切り部の速やかな治癒と
 離断骨片 に含まれる歯および歯周 組織 に対する外科的侵襲が最小限の 掻傷である ことが望ま しい。
 特 に, 不正咬合の改善において は, 外科手術後に歯の移動を行うことが要求されるため, 骨片内
 に含まれる歯およ び歯周組織の術後の変化様相を知ること は, 矯正学的 に極めて重要であ る。
 本術式 は, 外科的には多数の臨床成功例を収めてはいるものの, 術後の骨片の治癒経過におい
 ては, 組織学的に不明な点が多い。 すなわち, 骨切り部の修復様相についての検討は, いずれも
 短期的な組織学的観察にもとづいており, 長期にわたりその修復様相を検討 した報告はみあたら
 ない。
 そこで本研究では, 骨片内への血液供給の確保に有利な Wassm殺nd 改良法を適耀 した場合に
 ついて, 骨切り部の修復様相と骨片内の歯の歯周組織および歯髄について, 術後翅カ月までの病
 理組織学的検索を行った。
 実験材料には, 成犬1ま頭を胴 い, 8頭に modified a就er三〇r maxi主1ary osもeotomy を行い,
 それらを2頭ずつ蓬群に分けて, 術後の観察朝間をそれぞれ1カ月, 3カ月, 6カ月および12カ
 月とし, 残りの非手術群3頭を対照とした。
 本研究の結果は, 獄下に示す通りである。
 圭・ 骨片は, 術後のすべての朝間において生着 しており, 3カ月以降では可動性を認めなかった。
 2・ 骨切り部での歯槽骨の治癒 は, 骨折の治癒と同様な経過をとっていた。
 3. 骨片内に含まれる歯の歯根膜の線維の配列および走行に異常は認められず, 変性像も認めら
 れな かった。
 4、 骨片内の第i, 第2切歯の歯髄には, 手術群のすべてにおいて血行が確認され, 歯髄の生活
 像が認められたが, 一部に象牙芽細胞の空胞変性および固有結合組織の線維化ない し網様化が
 認め られた。
 歯髄の象牙芽細胞の空胞変性や固有結合組織の線維化および網様化は, 歯髄の加齢的変化現象
 とも考えられる程度であり, 術後変化としては, 病理組織学的には極めて軽微な変化様相であっ
 たことが長期的観察より明らかとなった。
 以一との結果より, 本研究で用いた modifまed anterior maxi至重ary osteotomy において, 術後




 上顎骨前方部骨切り術 (Anter圭or Maxiliary Osteotomy) は, 前歯部に前後的・垂直的な骨
 格不正を有する上顎前突症あるいは開咬症などの矯正治療を行う場合に, 骨格型の改善を目的と
 して適用される顎外科手術法である。 その術式においては幾多の改良がなされ, その各々につい
 て術後 の骨切り部の修復様相あるい は骨片内の歯の歯周 績織, 歯髄組織の変化につ いて報告がな
 されてきた。 その結果, 離噺された骨片が生着することについては, ほぼ一致した結果が得られ
 ている ものの, 骨切り部の組織変化や離断骨片内の歯および歯周組織についての検討はいずれも
 短期的な観察にとどまり長期的に検索 した報告はない。 とくに, 歯科矯正臨床の立場から言えば,
 術後に歯の人為的移動を行い, それが少なからず歯周組織や歯髄組織に対し影響を及ぼすもので




 骨切り術の影響をより明 白花 把握 しょうと した ものである。
 実験方法では, 実験桝料として成犬慧頭を用い, 手術法として modified anterior max注
 1&ry osteotOmy を適胴 し, 手術群を術後の経過日数によって群別 し・ 最長観察期間を12カ月と
 した。 実験柑料の選定にあたって は成犬の隼齢条件 が明確 ではないが, 歯の萌出状態 と咬耗, 歯
 周疾患の有無などから比較的条件統一はなされているものと考えられ, 本研究の目的に支障をき
 たすものではないと判断した。 また, 骨切りにあたっては従来にない歯科用エアータービンを主
 体的に使用 しているが, その効率は極めて喪好で, 結粟的に為害作用が発現 しなかったことか ら,
 臨床におけるその使用 の妥当性を示 した点で評価でき る。
 本研究は研究の目的および方法において適切であり, 従って本研究結果は評価に値するものと
 判断[された。
 本研究が示した結果は, 骨切り部が骨折の場合と同様な治癒過程を示 し, また骨片内の切歯歯
 周組織に異常所見は認められず, さらに歯髄組織にもすべてに血行が認められ, 生活像が確認さ
 れたことである。
 外科手術後長期経過した時点においても, このような所見が確認されたことは, 本碕究によっ
 て最初に示されたものであり, その意義は, 外科学的のみならず歯科矯正学的にも極めて有用な
 情報といえる。 すなわち, 本研究結果は, 顎外科矯正治療においてmod潰ed &Rterior
 maxiilary osteo七〇my の適用の可能性を示すものであるが, 矯正学的には同手術法は適切な血
 行保持を与えるかぎり離断骨片内の歯およ び歯周組織にさ したる障害を与える ものではないこと
 を示すものと理解され, 従って手術後の骨片内の歯に人為的移動を与える場合の時期的指針を示
 す ものと して極めて有用な情報を提供する ものと考えられる。
 以上の研究結果は, 顎外科矯正治療において極めて重要な情報を与えるものと して評価でき,
 従って歯学の発展に寄与するところ大であり, 歯学博士の学位授与 に値するものと考えられる。
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